
2/15 広報

神奈川県平t家市役所

干254・8686平塚市浅間町9醤1号
電話23-1111・35-1111FAX23-9467 

http://www .city目hiratsuka.kanagawa.jp/

.編集 企薗部広報広聴際/発行部数102，500昔日

-発行

主な内容

.2酉・ーもうすぐ1年生

.3面一・みんなで参加 ゆめ国体

.4・5面…環境フォーラムをレ
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平
成
五
年
度
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た

「
東
豊
田
工
業
団
地
」
の
造
成

が
完
成
し
ま
し
た
。
三
月
末
に
は
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
整
備
も
完
3
し
ま
す
。

こ
の
工
業
団
地
に
は
、
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
な
ど
を

生
か
し
、
地
域
工
業
の
活
性
佑
や
雇
用
機
会
の
弧
大
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
東
墨
田
工
業
団
地
」
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
工
業
団
地
整
備
の
目
的

は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
住

工
混
在
に
よ
る
弊
害
の
解
消
、

も
う

一
つ
は
、
工
業
の
集
積

・

高
度
化
で
す
。
造
成
事
業
は
平

成
五
年
度
か
ら
県
企
業
庁
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
総
工

費
は
約
二
百
億
円
で
す
。

特
長
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良

さ
で
す
。
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

世
し
、

J
R平
塚
駅
か
ら
北
に

約
三

・
五
J
M、
小
町
原
厚
木

道
路
の
平
塚
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
約
二
・
五
J
M、
来
名

高
速
道
路
の
厚
木
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
か
ら
約
五

・
八
J

M
M

の

地
点
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
団

地
内
に
は
幅
十
五
討
の
幹
線
道

路
を
新
設
。
県
道
平
塚
伊
勢
原

線
、
市
道
具
土
金
回
線
と
接
続

し
ま
す
。

敷
地
は
湘
南
率
検
場
に
隣
接

し
て
い
て
、
北
は
只
土
金
目
級
、

東
南
は
渋
田
川
、
西
は
新
川
排

水
路
に
挟
ま
れ
て
い
ま
す
。
全

体
の
面
積
は
約
十
七

・
人
口
で、

こ
の
う
ち
十

一
・
四
口
を
工
業

用
地
と
し
て
分
譲
し
ま
す
。

2
つ
の

公

園

3
つ
の
緑
道

渋
田
川
沿
い
に
は
、

二
つ
の

公
園
と
三
つ
の
線
道
が
配
世
さ

れ
、
南
側
の
市
街
地
と
工
業
団

地
を
区
切
る
効
m
械
を
持
た
せ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
工
業
団
地

で
働
く
人
や
、
周
辺
に
住
む
人

の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

工
業
団
地
内
で
は
、

富
士
山
や
丹
沢
山
系
を
望
め
る

周
辺
環
境
に
配
臆
し
て
、
建
物

の
「
高
さ
制
限
」
を
設
け
て
い

ま
す
。

企中央に幅 15mの幹線道路を新

殺。県道平塚伊勢原線にも接続

惨公園につ ながる線道。川沿 いに

は桜が植えられている

進
出
企
業
を
募
集

市
で
は
、
こ
の
束
並
田
工
業

団
地
に
進
出
す
る
企
業
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

区
割
り
は
企
業
の
希
望
に
合

わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
と

す
る
と
と
も
に
、
比
較
的
小
規

模
の
工
場
が
進
出
し
や
す
い
よ

う

一
区
画
の
広
さ
は
五
百
平
方

M
以
上
と
し
て
い
ま
す
。

臓
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
募

集
は
造
成
が
ま
f
す
る
前
か
ら

進
め
、
現
在
約
三
割
の
契
約
が

椅
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
五

社
が
す
で
に
操
業
を
始
め
て
い

て
、
五
社
が
工
場
施
設
を
建
設

中
で
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

工
業
労
政
課

(宮
お
1
1
1
1

1
内
線
5
5
0
)
へ
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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選手の自覚と地域の応援が実る
新春恒例の市内一周駅伝 は港地区が優勝

しました。このチームを率いる山口殴督に

駅伝にかける思いをお聞 きしました。取材

は鈴木妙子さん(夕陽ケ丘)

去
る
、

一
月
十

一
日
(日
)

「第
四
十
四
国
市
内

一
周
駅
伝

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
二
十

一

地
区
の
チ
l
ム
が
完
走
、
港
地

区
チ
1
ム
が
見
事
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。
同
チ
l
ム
は
昭
和
四

十
七
年
度
の
第
十
九
回
大
会
ま

で
十
連
新
の
実
績
が
あ
り
ま
し

た
が
、
以
後
二
十
二
年
間
優
勝

か
ら
遠
ざ
か

っ
て
い
ま
し
た
。

一
昨
年
、
久
々
に
優
勝
し
た
も

の
の
昨
年
は
惜
し
く
も
準
優
勝

で
、
そ
れ
だ
け
に
喜
び
も
ひ
と

し
お
で
し
た
。

港
地
区
の
監
督
は
山
口
消
さ

ん
。
就
任
四
年
で
二
度
の
優
勝

を
来
た
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は

野
川
菜
穂
子、

横
山
順

一
、
山

口
力
也
、
府
川
正
信
、
杉
原
邦

洋
、
清
田
宏
明
の
六
選
手
。
三

目
前
に
降
っ
た
留一一
が
路
面
を
凍

ら
せ
る
あ
い
に
く
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
で
し
た
が
、
横
山
、
府
川
の

両
選
手
が
区
間

一
位、

他
の
四

選
手
の
健
闘
も
光
り
ま
し
た
。

他
チ
1
ム
の
強
い
選
手
に

一
歩

後列左から山口監督、杉原、

...山口、府川 、前列左から?青
山一1田、横 山、野川 の各選手

で
も
近
づ
こ
う
と
、
メ
ン
バ
ー
が

練
習
を
重
ね
た
努
力
が
突
を
結

ん
だ
の
で
す
。

監
督
の
方
針
で
選
手
の
自
己

管
理
は
各
自
に
任
せ
、
必
要
以

上
の
口
出
し
は
し
ま
せ
ん
。
練

智
も
各
自
の
環
境
(
学
生
、
社

会
人
で
榔
成
)
に
応
じ
た
も
の

に
す
る
な
ど
、
選
手
の
立
場
を

尊
重
し
た
温
か
い
心
遣
い
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
監
督
自
身
、

選
手
時
代
に
駅
伝
の
途
中
で
貧

血
を
起
こ
し
一
人、

二
人
と
抜

か
れ
て
い
っ
た
苦
い
体
験
か
ら

健
康
管
理
の
大
切
さ
を
痛
感
し

「け
が
を
し
な
い
よ
う
に
。
ど
ん

な
大
会
で
も
ベ
ス
ト
を
尺
〉
ふ
」
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
上
位
チ
l
ム
に
は

賞
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
す
が
、

山
口
監
督
は
「
頑
張
っ
た
選
手

に
も
思
い
出
を
残
せ
る
よ
う
に
」

と、

三
位
以
上
の
チ
l
ム
の
選

手

一
人

一
人
に
メ
ダ
ル
な
ど
記

念
に
な
る
も
の
が
欲
し
い
と
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

港
地
区
で
は
、
体
育
振
興
会

や
そ
の
O
B、
地
域
の
方
々
の

支
援
が
と
て
も
力
強
く
、
地
元

で
の
祝
勝
会
な
ど
地
域
ぐ
る
み

の
応
援
に
大
変
感
謝
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
来
年
も
こ
の
喜
び
を

味
わ
え
る
よ
う
、
よ
り

一
一胞の

ご
健
闘
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
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今
年
四
月
に
市
内
の
小
学
校
に
入

学
す
る
新

一
年
生
は
、
お
よ
そ
二
千

五
百
人
。
新
入
学
児
の
い
る
家
庭
で

は
、
健
康
や
柴
田
生
活
、
友
達
づ
き

あ
い
や
交
通
事
故
な
ど
、
心
配
の
租

が
つ
き
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
入
学
に
あ
た
っ
て
考
え

て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
い

く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

市
政
モ
一

市
政
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
声
を

お
聴
き
す
る
た
め
、
市
政
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は
、
①
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
ご
窓
見
、
ご
要
望
を

市
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
②
広
聴
パ
ト

ロ
ー
ル
や
市
民
の
つ
ど
い
に
参
茄
し

て
い
た
だ
J
A
W市
へ
の
提
言
を
し
て

い
た
だ
く
、
な
ど
で
す
。

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
の
加
歳

以
上
の
方
(
国

・
地
方
公
共
団
体
の

職
員
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職
に

あ
る
方
、
国
・
県
の
同
じ
目
的
の
モ

ニ
タ
ー
を
し
て
い
る
方
を
除
く
)

一
タ
ー
を
募
集

マ
募
集
人
数
却
人
(
応
事
者
が
地

区
的
に
偏
る
場
合
等
は
調
整
あ
り
)

マ
任
期

4
月
1
日
か
ら
2
年
間

マ
謝
礼

年
額

一
万
二
千
六
百
円

マ
締
め
切
り

2
月
幻
日
(
金
)

マ
応
募
用
紙
各
地
区
公
民
館
、
市

役
所
1
階
市
民
相
談
室

・
3
階
広
報

広
聴
謀
で
配
布

お
申
し
込
み
は
、
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
各
地
区
公
民
館

ま
た
は
広
報
広
聴
課
に
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

広
報
広
聴
課

(内
線
3
5
5
)

え
る
助
言
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

.
個
性
を
伸
ば
す

子
ど
も
は
他
者
と
の
比
較
、
特
に

兄
弟

・
姉
妹
と
の
比
較
を
嫌
が
り
ま

す
。
子
ど
も
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
子
な

り
の
良
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

自
分
の
良
さ
に
気
づ
か
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
す
。

子
ど
も
を
同
じ
も
の
さ
し
で
見
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
子
の
「
ち
ょ
っ
と

い
い
と
こ
ろ
」
を
ほ
め
て
個
性
を
伸

ば
す
よ
、
?
心
が
け
て
い
き
ま
し
さ
つ
。

学
校
に
入
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

学
務
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
立
や
私
立
の
学
校
に
入

学
す
る
と
き
は
、
そ
の
入
学
す
る
学

校
の
承
諾
容
を
お
持
ち
に
な
っ
て
学

務
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
け
ん
か
を
し
た
と
き
、

「友
達
に
あ
や
ま
り
な
さ
い
」
と
指
示

す
る
よ
り
も
、

「ど
う
し
て
け
ん
か
を

し
た
の
」
と
子
ど
も
に
考
え
さ
せ
、
教
育
委
員
会
で
は、

四
月
に
小

・

判
断
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

中
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
い

自
然
な
家
族
関
係
の
あ
り
方
が
、
る
家
庭
へ
「
入
学
通
知
世
」
を
郵
送

子
ど
も
の
主
体
性
を
伸
ば
し
て
い

き

し

ま

し

た
。
ま
だ
、
届
い
て
い
な
か

ま
す
。

っ

た
り
、
通
知
書
の
記
載
に
誤
り
が

.
子
ど
も
の
発
信
を
待
と
う

あ
っ
た
り
し
た
と
き
は
学
務
課

(内

周
り
の
大
人
が
先
回
り

を

す

る

こ

線

5
2
0
)
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
な
く
、
子
ど
も
の
言
葉
や
行
動
を

O
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん

待
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の

都

度

マ

小
学
校

平

成

3
年
4
月
2
日
1

認
め
て
い
け
ば
自
分
に
自
信
を
持
ち
、
平
成
4
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方

自
分
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
見
し
て
い
マ
中
学
校
昭
和

ω年
4
月
2
日
i

き

ま

す

。

昭

和

白

年

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方

じ
っ
く
り
見
守
り
、
子
ど
も
が
考

な
お
、
外
国
籍
で
市
内
の
小
・
中

az--z--=・・4↑zz--z.，z，.2--==z
---z--Ez--zzap-=τ---=--T-a=-----ZE--一-2・一z--2--・==-------z-ES--一・=とEz---z・・==sz=--z-==-z

入
学
通
知
書
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

交
通
災
害
共
済
に

加
入
申
込
書
は
各
家
庭
に
宅
配

平
塚
市
交
通
災
害
共
済
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
が
掛
け
金
を
出
し
あ
い
、

不
幸
に
し
て
人
身
事
故
に
あ
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
見
舞
い
金
を
受
け
ら
れ

る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
加
入
申
込
骨
を
平
成

十
年
度
も
宅
配
業
者
に
よ
り
各
家
庭

に
配
布
し
ま
す
。
昨
年
に
引
き
続
き

多
ぷ
庭
へ
の
郵
送
や
自
治
会
に
よ
る

取
り
ま
と
め
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

加
入
申
込
舎
の
配
布
は
、
四
月
二

日
か
ら
三
日
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、

学
生
寮

・
独
身
寮

・

一
部
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
は
、
業

者
の
宅
配
区
域
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
配
達
で
き
ま
せ
ん
。
ご
面
倒
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
市
役
所
地
域
づ
く

り
謀
や
、
市
内
金
融
機
関

(郵
便
局

を
除
く
)
に
置
い
て
あ
る
加
入
申
込

骨
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
で
は
四
月
に
出
張
受
け

付
け
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
時
や

会
場
な
ど
は
、
広
報
ひ
ら
つ
か
三
月

十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

地
域
‘つ
く
り
課

(内
線
2
4
4
)

義
務
教
育
費
の

一
部

を

媛

助

小
・
中
学
校
に
通
学
す
る
お
子
さ

ん
の
い
る
家
庭
で
、
義
務
教
育
費
の

支
払
い
に
お
困
り
の
場
合

(市
民
税

非
課
税
世
帯
な
ど
)
は
、
そ
の

一
部

を
教
育
委
員
会
が
援
助
し
ま
す
。

マ
対
象
と
な
る
経
費

学
用
品

・
通

学
用
品
授
、
遠
足
・
キ
ャ
ン
プ

・
修

学
旅
行
の
参
加
賀
、
給
食
費
な
ど

な
お
、
現
在
援
助
を
受
け
て
い
る

家
庭
で
も
、
四
月
か
ら
引
き
続
き
援

助
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
手
続
き
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

学
務
課

(内
線
5
3
2)
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

課

税

台

帳

が

縦
覧
で
き
ま
す

固
定
資
産
課
税
台
帳
が
三
月
二
日

(月
)か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
こ
の

あじさいをお花畑I~

昨年秋のコスモスで一 躍有名にな っ

た相模川河川敷のお花畑。この場所が

「光と 風の花づっみ」と命 名されました。

現在 、 ラベンダーが育てられています。

市で は 、 こ の 場 所 の東側に「あじさ

いJを植 える計画を進めています 。 み

なさんのご家庭で、 寄付していただけ

る「あ じさい」があり ま し た ら 、 下 記

日時に植えていただけませんか。

ご協 力いただける方は、水政課(内

線 621)へ2月 27日(金)までにご連絡く

ださ い。

1>実施日 時 3月 7日 (土)午前 9時 -11
時、小雨決行(荒天 の場合 は翌日)

台
帳
は
、
み
な
さ
ん
の
土
地
、
家
屋、

償
却
資
産
な
ど
に
対
し
て
、
平
成
十

年
度
の
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税

の
基
礎
と
な
る
価
額
な
ど
を
決
め
、

登
録
し
て
い
ま
す
。

マ
日
時

3
月
2
日
(月
)1
お
日

(月
)
の
聞
の
平
日
、
午
前
8
時
却
分

1
午
後
5
時

マ
場

所

資
産
税
謀
(市
役
所
1
階
)

マ
ご
覧
に
な
れ
る
方
①
資
産
の
所

有
者
②
所
有
者
の
同
居
の
親
族
、
納

税
管
理
人
、

法
定
代
理
人
③
所
有
者

の
委
任
状
ま
た
は
同
意
舎
を
お
持
ち

の
方

マ
持
ち
物
印
鑑

マ
問
い
合
わ
せ
先

線
2
9
1)

資
産
税
課

(内

確

定

申

告

は

お

早

め

平
成
九
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告

は、

二
月
十
六
日
(月
)か
ら
一一一月
十

六
日
(
月
)ま
で
、
平
塚
税
務
署

(松

風
町
二
|
三
十
)
で
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
還
付
な
ど
の
簡
易
な
申
告
は
、

市
役
所
市
民
税
課

(市
民
ホ
l
ル
)

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
市

・
県
民
税
の
申
告
は
、

市
民
税
課

(市
民
ホ
l
ル
)
で
三
月

十
六
日
(
月
)ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。一二
月
に
入
る
と
窓
口
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
申
告
は
お
早
め
に
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

・
平
塚
税
務
署
宮
(辺
)
1
4
0
0

・
市
民
税
課

(内
線
2
6
9)

闘間関盟国を顎ヨ
産休 ・育休等代替の嘱託保健婦…… 2人
。 対 象 昭和14年4月2日-43年4月1日の聞に生まれ

た保健婦免許を持つ方。

。 勤務 条件 (次の①②のいずれかを選択。 いずれ

も社会 保険加入、期末勤勉手 当相 当額・通勤手当支

給)①午前9時~午後5時、週4日 (30時間)、賃金 月

額 162.300円 、②午前9時 ~ 午後5時 、 週5日 (37.5時

間)、賃金月額202.900円

。 申し込み方法等 家 族記入欄のある市販の履歴牲

に必要事項を記入し写兵をはって、 2月23日(月)まで

に本人が直接職員謀に提出する。 申し込み時に簡単

な面接あ り。 1次 試 験は3月7日(土)。

5月 1日採用予定。

O問 い合わせ先職員課(市役所3階 ・内線322)

教育委員会の臨時職員を募集

障 害 児介助員

・対 象 昭和22年4月2日以降に生まれた方

・勤務場所 市 内 の市立幼稚園および小 ・中学 校

・問い合わせ ・応募先 子ども教育相談センター

(祭普小学校北側・ ft36-6012) 

〈共通事項〉
. 対象は市内にお住まいの方で、 応募期間は2月23

日(月)から27日(金)まで。

. 応募方法 市販の履歴世 (A判 のもの)に必要

事項を記入し、写真をはって、 そ れ ぞ れの応募

期間内に本人が直接提出する。

幼稚園教諭

・対象 昭和32年4月2日 以 降 に 生 ま れ た 方で幼稚

悶教諭 とし ての勤 務経験がある方

・勤務場 所 市 内の市 立 幼稚園

・問い合わせ・ 応 募先 教育総務課(盆原分庁舎

1号 館 2階・内線567)
ぜ ん

給食配膳作業員

・対象 昭 和22年4月2日 以 降 に 生 ま れ た 方

・勤務場所 市内の給食配 送校 (21小 学校)

・問 い合わ せ ・応募先 学務課 (:C!t原分庁舎1号

館 1階・内線564)

2月 2日から郵便番号 が7けたに変わりました。市役所あての郵便物の郵便番号 は 254-

8686と書いてください。 この番号(大口事業所個別番 号 ) そ書くことにより、市役所の住

所は省略できます。ただし 、 担当課名は今までどおり記入してください。

担当情報 管理課 (内線345)

ildiIJi h…一家し日 い つ ・

-菌怜鍋底処遇圃圏園庭、まではわと 子 喜-_.-:-唱唱F留置官、 ~:ã~圃・置圃E・E・に他たす 、れ 他 ど 族
・・__1.'"‘i:iiIii凶.... ~宝~.... ・圃育人、 。家ま 人 も だ
-・E・. .島置-~~ム且- ・配・・・・圃つの周 庭すをは んi 元気よ くハー ィ了 ーだ託子一一一と批囲 薮 。愛周 ら

; 判に 育温すり ん
づど切 に.の近い家て とに怒をいば不 のかるか の

きけ室 主 主なて族い雲いな口言宗門 最なよら 場

副首と教 で覇王芸三も文ぞ喜し:-t話 失重注警亀
で分は育 を す が す 話 よ は ま し つ 他 平 てを 切のなれ や
きで 、で 大 。一。 をう 閉 す;享さ人否いこ な雰るて そ
る気子大 切 番身聞で い つつの満る ぽ 要因と育 う

市役所の郵便番号が変わりました
八口一 八口一

8 6 8 6 4 5 2 



困

開
幕
祭
が
平
線
で

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
締
め
切
り

3
月
日
日
(
金
)

第
五
十
三
回
国
民
体
育
大
会
の
開

幕
祭
が
五
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
、

平
塚
市
総
合
公
園
で
聞
か
れ
ま
す
。

こ
の
開
幕
祭
は

P

か
な
が
わ

・
ゆ

め
国
体
μ

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る

式
典
や
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
が
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
国
体
の
閉
幕
を
告
げ

る
ゆ
め
い

っ
ぱ
い
の
三
日
間
で
す
。

現
在
、
こ
の
開
幕
祭
で
行
わ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
左
表
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
。
物
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
国

体
推
進
課

(内
線
1
5
4)
へ
お
間

大
会
旗

・
矩
火
リ
レ
ー

旗会
のか

矩fオな
分(;.1治宝
リプわ
レニ ・
l ンゆ
」 グ め
のを国
ラ飾体
ンるの
ナ 「 秋
l大季
を会大

開 幕 祭 の イ ベ ン ト 〈参加者を募集するもの〉

期日 イベント (対象者 ・実施部門等) 募集人数

3日 開会式~式典・アトフクション忽ど- (観覧希望者) 15.000人
4日 集まれ腕自慢!アームレスリング大会(一般男・女、小学生) 全240人

魚になろう しet '8ダ イビング (16歳以上'25m以よ泳げる方〉 80人

4日
ギネス1<:挑戦!リレーマフソン(小学生以上) 3.000人

おかあさんといっ しょファミリーテニス大会 (母 と小学生で 1組) 70組

SHALL W E フィットネス (16歳以上〉 120人
5日

ゆめを射る!弓道教室(中学生以よ) 120人

5日 30 n 3トーナメント ( 般の部・ 3人 1組〉 32キ呂

向上 (車いすの部・ 3人 1組) 8組

ふれあいテ ィーポール大会 (小学生低・ 高学年の部、 10人 1組 ) 各 8組

同上 (一般・障害者の部、 10人 1組 〉 各 4組

いい汗かこうラージポール卓球大会 (一般の部・ 2人 1組) 60キ呂 | 

同上 (尊いすの部) 20人

水とともだちファミリー スイミンク (親 ・子 1-5載、 2人 1組) 45組

同上 水中エアロピクス (16歳以上〉 80人

同上 マスターズスイミンク (18歳以上) 140人

第617号 (1日・ 15日発行)広報ひ5っか

(
八
百
H
M
i
一
一
キ
O
H
M
-

車
両
リ
レ
ー

が
四
区
間
あ
り
ま
す
)
で
す
。

さ
あ
、
あ
な
た
も
沿
道
の
声
援
に

こ
た
え
て
、
部
の
ラ
ン
ナ
ー
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

マ
応
妥

結

②

巾
内
に
お
住
ま
い

の
叩
歳
以
上
の
方
(平
成
凶
年
4
月

募
集
し
ま
す
。

1
日
現
在
)
②
1
J

M
を
7
分
以
内

厚
木
市
の
相
模
川
で
採
火
さ
れ
た

の
走
行
速
度
で
2
J討
を
完
走
(八

グ母
な
る
相
模
川
の
火
H

は、

十

月

百

M
M
区
間
は
五
分
以
内
)
で
き
る
方

十
七
日
に
伊
勢
原
市
か
ら
平
塚
市
へ

③
自
分
の
力
で
走
れ
る
方
(介
助
者

引
き
継
が
れ
、

十
八
日
に
市
内
を
リ

の
併
走
お
よ
び
尊
い
す
等
の
使
用
可
)

レ
ー
さ
れ
た
の
ち
、

茅
ケ
崎
市
へ
と

@
練
習
会
に
参
加
で
き
る
方

引
き
継
が
れ
ま
す
。
市
内
で
の
コ

1

マ
役
割

①
矩
火
ト
1
チ
②
県
旗
③

ス
は
、

王
御
住
迎
動
広
場

(岡
崎
)

国
体
旗
④
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
旗

地

域

活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
こ

か
ら
港
小
学
校
ま
で
の
十
五
区
間

⑤
マ
ス
コ
ッ
ト

旗

う

と
、
市
で
は
イ
ベ
ン
ト
用
品
(
コ

氏
名
、
年
齢、

学
校
名

(
高
校
生
の

み
)、
屯
話
番
号
を
記
入
し
て
市
民

セ
ン
タ
ー

「演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

係
」
(
〒
加
l
蜘
平
塚
市
凡
附
町
日

|
1
)

へ

マ
締
め
切
り

2
月
施
日
(
土
)

マ
問
い
合
わ
せ
先

市
民
セ
ン
タ
ー

宮

(
詑

)
2
2
3
5

A--事
.
..
.
 ，
 

••• 
企
.

.

.

.

 

詩の々
日
常
の
暮
ら
し
の

情
景
を
題
材
に
描
い

た
日
本
画
を
紹
介
す

。

ぴ

令

た

る

「日
々
の
詩

日

本
画
の
と
ら
え
た
日

常
の
情
景
展
」
を、

美
術
館
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

明
治
以
降
、
新
し
い
日
本
画
の
創

出
を
め
ざ
し
た
画
家
た
ち
は
、
現
実

を
直
視
し
て
人
々
の
あ
り
の
ま
ま
の

姿
を
描
き
だ
そ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
風

俗
の
表
現
を
試
み
ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な

試
み
の
中
か
ら
、
私
た
ち
に
と
っ
て

最
も
身
近
な
日
常
の
情
景
に
取
材
し

た
四
十
七
作
家
の
作
品
五
十
六
点
を

展
示
し
て
、
近
代
日
本
画
の
歩
み
を

紹
介
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

マ
会
期

3
月
日
日
(臼
)ま
で

(月

陥
日
休
館
)

マ
時
間

午
前
9
時
釦
分
i
午
後
4

時
日
分

(入
場
は
4
時
加
分
ま
で
)

マ
観
覧
料

一
般
六
百
円、

大

・
日

日美術館

企画展

西山翠崎 「彼花」

(19231手術リイ乍)

2 マ 校
1 間生
1 ¥t、四
1 合百

わ円
せ
先 中

美 小
術 学
館 生
宏茸 二:

g再

演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
受
講
生
募
集

演
劇
を
観
る
だ
け
で
な
く
実
際
に

体
験
し
、

そ
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
受
講
生
を
非
集
し
ま
す

指
噂
は
、
劇
団
民
欝

・
俳
優
の
西

川
明
さ
ん
。
内
容
は
、
演
劇
理
論
の

講
義
、
舞
台
技
術
や
演
技
実
技
の
体

験
学
習
で
す
。

対
象
は
高
校
生
以
上
で
、
定
貝
は

二
十
人

(多
数
の
場
合
は
抽
選
)。

マ
日
程

4
月
1
平
成
日
年
3
月
の

1
年
間
、
毎
月
3
回

(原
則
日
明

日

・
午
後
1
時
1
午
後
3
時
却
分
)

マ
会
場

市

民
セ
ン
タ
ー

マ
受
講
料
月
額
三
千
九
百
円

(半

年
分
ご
と
に
前
納
・
高
校
生
半
額
)

マ
申
し
込
み
方
法
は
が
き
に
住
所
、

マ
募
集
人
数

以
W

人
(
補
欠
走
者
日

人
含
む

・
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
)

マ
締
め
切
り

3
月
初
日
(
金
)当
日

消
印
有
効
(郵
送
)

マ
応
器
方
法
指
定
の
申
込
瞥
(
国

体
耶
務
局
、
公
民
館
等
に
世
い
で
あ

る
)
で
申
し
込
む

マ
問
い
合
わ
せ
先

(内
線
1
5
4
)

国
体
推
進
課

イ
ベ
ン
ト
用
自
の

予
約
を
受
け
付
け

市
民
文
芸
「
冬
の

部
」
の
入
選
者
は

市
民
文
芸
「
冬
の
部
」
の
入
選
者

が
決
ま
り
ま
し
た
。
各
部
門
の
一
席

か
ら
三
席
に
選
ば
れ
た
方
は、

次
の

と
お
り
で
す

(敬
称
略
)。

な
お
、

「冬
の
部
」
「互
の
部
」
の

会
応
募
作
品
は
、

一
二
月
に
発
行
す
る

冊
子
「
市
民
文
芸」

に
掲
載
さ
れ
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

社
会
教
育

課

(内
線
6
6
1
)
へ
。

av俳
句

題

「落
葉
」
「小
春

(
小

拳
目
、
小
六
月
こ

応
募
二
百
九
十

一
句

マ
一
席
落
葉
舞
い
歩
き
は
じ
め
が

手
を
振
っ
て

石
川
由
久
子
(
寺
田

純
)

マ
二
府
小
春
日
や
庭
師
の
は
さ
み

軽
や
か
に

菊
地
節
子

(
老
松
町
)

マ
三
席

生
命
線
凡
せ
て
落
葉
の
裏

返
る

家
単
恭
究

(御
殿
)

-
短
歌

応
募
育
九
行

ミ
ユ
ニ
テ
イ
備
口問
)
を
貸
し
出
し
て

い
ま
す。

使
用
料
は
無
料
で
す
。

貸
し
出
し
に
あ
た
っ
て
は
、
各
団
体

の
利
用
希
望
日
が
重
な
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
先
行
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
今
凪
予
約
を
受
け
付
け
る
の
は
、

四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
利
用
で
す
句

貸
し
出
し
則
問
は
五
日
間
以
内
で
、

ほ
か
の
団
体
と
利
用
希
望
日
が
重
な

っ
た
場
合
は
抽
選

(抽
選
日
以
降
は

先
着
順
)
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
備

品
の
逮
搬
は
利
用
団
体
で
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

マ
対
象

自
治
会
、
子
ど
も
会
な
ど

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体

マ
貸
し
出
す
備
品
綿
菓
子
機
、
ポ

ッ
プ
コ
1
ン
機
、
か
き
氷
機
、
お
で

ん
制
、
焼
き
そ
ば
台
、
焼
き
も
の
器、

発
泡
機
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク

・
ア

ン
プ
、
テ
ン
ト
、
紅
白
#

マ
締
め
切
り

2
月
幻
口
(
金
)

マ
抽
選
会
日
時

3
月
4
口
(水
)午

後
1
時
泊
分
i

マ
申
し
込
み
先

(内
線
2
6
3)

地
域
づ
く
り
課

マ
一
席

今
生
の
想
ひ
を
込
め
て
老

い
の
身
は
立
つ
も
歩
く
も
リ
ハ
ビ
リ

一
途

市
水
喜
和

(立
野
町
)

マ
二
席

命
綱
巻
き
て
松
の
木
前
町
定

す
る
八
十
二
歳
の
叔
父
を
見
上
げ
る

高
倉
ノ
ブ
子

(撫
子
原
)

マ
三
席

数

枚

の
張
中
の
禁
容
読
む

中
に
子
を
亡
く
し
た
る

一
通
が
あ
り

田
中
と
き
子

(黒
部
丘
)

-
川
柳

題

「郵
便
」
応
募
百
五
十

・也
訂

d

4

，r
，々
，

マ
一
席
目
的
り
を
押
え
て
封
を
切

る

使

り

及
川
か
ず
恵

(大
磯
町
)

マ
ニ
席

愛
を
盛
る
手
紙
ポ
ス
ト
が

音
で
受
け

紅

ハ令
と
ら
路

(大
磯
町
)

マ
=一
席

追

伸
に
本
音
を
吐
い
て
封

を
す
る
保
合
容
子

(御
殿
)

-
現
代
詩

応
募
二
十
六
編

マ
一
席

「晩
秋
の
西
丹
沢
」
笹
尾
雅

美
(
平
塚
)

マ
二
席

「亡
く
し
た
個
性
」
土
谷
正

(大
向
)

マ
三
席

「予
感

(老
の
夢
こ

山
本

美
咲

(田
村
)

繭霞舎を傭璃bτみま世ゐおも我が家の防災対策を確認く連載⑩〉

(内線369)

~市議会3月定例会は2月23日か53月19日まで開会します~

O本会醗 (総括質問) 3月 3日-6日

。常任委員会 3月 9EI-12日

※開会 1"

1市1有T3誠旋会の会椀は、JJ;{則としてどなた

で も自由に傍聴 できます。本会議の傍

聴 は、専用の入り口が誠事 堂北側IJ2階 に

あり 、議場へは傍聴者名簿に住所、氏

名を記入していただくだけで入場でき

ます。 ただし、{労草草席は本会議場が76

1帯、委Jl会室が 9}市程度ですので、団

体 の場合は")1.1狗に沼会事務局までご連

絡くださ い。
鶴 会 事務局。 担当

一τ人に?個の

非常持ぢ出し袋を
非常持ち出し品の準備に家族みんなが

診力目すれば、防災滋識が耳石まり、必裂な

もの を入 れ忘れ ること もな くな ります。

持 ち出すとき も、みんなで分担すれば経

くな り、 行動 も楽にな ります。

防災謀 (内線143)。担当

市 内 にお住まいの方が対泉です。弁当、雨具をと持参 ください。無料。

。 日時 3月6日(金)または12日(木)※午前8時50分市役所集合・午後3時解散予定

。 見学先 下水道終末処理場、総合防災センター 、東豊田工業団地、美術館企画展

。 申し込み 2月 16日(月〉 か う電話で(定員各自45人 ・先着JI慎〉

施設見学会にご参加を
。 申し込み先 広報広聴課 (内線315)
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が

問
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回
需
柄

地
ン
地
次
業
側
首
で
の
紛

っ

た

身

に

公

築

ゃ

い

全

り

た

こ

へ

く

一
他

的

共

と

目

、

も

業

で

の

か

怠

開
町
』
司

、

ゾ

の

、

産

形

り

類

を

り

ま

の

境

、

廃

境

て

保

あ

し

、

境

い

ち

価

球

い

こ

こ
に

と

事

今

え

っ

総

戸
山
川

臼

オ

ど

は

ゃ

な

か

人

の

な

。
ち

環

も

、

環

つ

に

で

う

を

環

て

た

の

地

し
く
の
機
と

、
で
が
ら
の

印
、
、

今

ゃ

な

題

活

き

ば

や

も

と

す

た

の

て

め

活

な

態

題

こ

ム

ら

え

し

で

を

さ

い

こ

を

る

民

場

け

ひ

者

化
機
間

生

大

す

今

の

姐

ま

し

域

じ

じ

生

と

状

諜

テ

か

か

た

ま

題

や

て

催

す

市

立

か

市

加

昨
年
十
一
月
十
四
日
と
十
五
日
の
二
日
間
、
延
べ

約
一
千
四
百
人
が
参
加
し
て
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

か
れ
ま
し
た
。
「
環
境
に
や
さ
し
い
明
日
の
平
揮
を

め
ざ
し
て
。
私
た
ち
は
何
を
す
べ
き
か
、
何
が
で
き

る
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民

・
事
業
者
・
行
政
が
、

し
た
。
令
固
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
li 
揚
か
り
意
見
を
出
し

話
し
Cコ
い
ま

一
日
目
に
聞
か
れ
た
三
つ
の
部
会

の
概
要
を
申
山
に
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ド
イ
ツ

の
「
環
境
首
都
」
フ
ラ
イ
ブ
ル

グ
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

引
き
続
き
、
基
調
講
演
と
し
て

オ
ス
マ
ン

・
サ
ン
コ
ン
さ
ん

(
ギ
ニ
ア
大
使
館
顧
問
)
と
、
西

岡
秀
三
さ
ん
(
国
立
環
境
研
究

所
統
括
研
究
官
)
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

サ
ン
コ
ン
さ
ん
は
、
「
サ
ン
コ

ン
か
ら
けん
た
ニ
ッ
ポ
ン
の
環
境
」

と
題
し
て
、
自
然
と
共
生
し
た

母
同
ギ
ニ
ア
の
紹
介
と
あ
わ
せ
、

環
境
問
題
を
ブ
l
ム
に
終
わ
ら

せ
て
し
ま
う
こ
と
な
く
、

一
人

一
人
が
何
を
す
べ
き
か
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

西
岡
さ
ん
は
「
地
球
環
境
の
現

状
と
課
題
」
と
題
し
て
、
科
学

的
立
場
か
ら
温
暖
化
の
影
響
£
、

そ
の
防
止
は
我
々
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
更
が
第

一
歩
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
、
分
か
り
ゃ
す

く
話
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
聞
か
れ
ま
し
炉
、
五
人

の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
意
見
の
共
通

す
る
と
こ
ろ
は
「
二
十

一
世
紀

の
最
大
の
課
題
は
環
境
問
題
で

u
d
 

め
、
官
裁
で
は
な
く
、
私
た
ち

一

人
一
人
が
今
す
ぐ
行
動
を
起
こ

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、

三
つ
の
会
場
に
分

か
れ
て
部
会
が
聞
か
れ

一
日
目

の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
環
境
論
文
の
表

彰
な
ど
を
行
っ
た
後
、
各
部
会

か
ら
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
会
場
と
の
質
旋
応

答
を
行
っ
た
後
、
環
境
宣
言
を

採
択
し
、
閉
幕
し
ま
し
た
。

3
部
会
で
具
体
的
に

A
V第
1
部
会

循
環
型
社
会
を
考
え
る

一
事
例
発
表
}

マ
「
新
平
塚
方
式
」
の
現
状
市

環
境
部
:
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回

収
を
検
討
中
。
現
在
の
最
終
処

分
場
は
あ
と
日
年
ほ
ど
で
満
杯
。

コ
ン
ポ
ス
ト
の
利
用
な
ど
を
増

や
し
て
い
き
た
い

マ
私
た
ち
の
ご
み
減
量
活
動

ご
み
減
量
化
婦
人
の
会
:
・
ご
み

減
祉
推
進
の
た
め
市
に
対
し
て

は山
項
H
を
提
言。

駅
前
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
を
展
開

マ
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
資
源

回
収
協
同
組
合
:
需
要
と
供
給

5

町

i
b号

品
の
使
用
先
の
雌
保
が
重
要

マ
先
進
国
(
ド
イ
ツ
)
の
事
例

市
環
境
部
・・
・
政
令
に
よ
り
業
界

が
別
会
社
を
作
っ
て
そ
こ
が
背

任
を
持
っ
て
包
装
容
器
な
ど
を

回
収
し
て
い
る
。

住
民
の
聞
で

は
環
境
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、

分
別
も
徹
底
し
て
い
る

一会
場
か
ら
の
意
見
}

マ
ガ
ラ
ス
び
ん
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
た
カ
レ
ッ
ト
を
行
政
で
使
っ

て
ほ
し
い

マ
不
法
投
棄
防
止
の
た
め
前
則

の
強
化
を

マ
高
学
年
に
も
ご
み
学
級
を

マ
教
科
牲
の
使
い
回
し
を

マ
家
雌
教
育
が
大
切
で
あ
る

マ
資
源
ご
み
の
還
元
金
に
つ
い

て
:
・
事
例
の
紹
介
や
見
直
し
反

対
の
意
見
な
ど

マ
事
業
者
も
家
庭
も
リ
サ
イ
ク

ル
チ
ェ
ッ
ク
表
の
導
入
を

マ
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
実
感

の
体
験
を

マ
自
治
会
未
加
入
者
に
は
分
別

の
不
徹
底
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

加
入
の
指
噂
を

マ
ご
み
焼
却
処
理
に
つ
い
て
溶

融
化
な
ど
を
考
え
て
ほ
し
い

-
第
2
部
会

自
然
と
人
間
と
の

共
生
を
考
え
る

一
事
例
発
表
一

マ
平
壌
市
の
自
然
市
博
物
館

学
芸
員
・・
・
自
然
環
境
の
特
徴
と

生
物
の
生
息
状
況
か
ら
見
た
変

化
を
紹
介
。
地
域
に
守
る
べ
き

生
物
種
を
設
定
し
て
保
全
を

の
実
銭
績
告

撲
な
ど
の
活
動
を
紹
介
。
行
動

は
地
域
か
ら
始
め
な
け
れ
ば

マ
渋
田
川
の
桜
並
木
づ
く
り

渋
田
川
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
プ
ラ
ン

推
進
協
議
会
:
・川
の
両
岸
に
二

千
本
の
桜
を
植
え
る
運
動
を
進

め
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
恕
械
を

日
め
、
美
し
い
部
抗
を
鞍
伽

マ
私
た
ち
の
環
境
調
査
活
動

平
塚
江
南
高
校
生
物
部
・
・
・
水
質

や
水
生
生
物
な
ど
を
調
査
。
不

動
川
の
よ
う
に
き
た
な
い
川
も

あ
る
の
で
下
水
浄
化
対
策
を

マ
大
学
か
ら
の
発
信
、
学
生
た

ち
か
ら
の
報
告
東
海
大
学
学

生
・
・
・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
mmを
考

え
る
と
、
子
ど
も
た
ち
を
森
林

に
ふ
れ
さ
せ
た
り
、
行
政
に
提

言
さ
せ
た
り
す
る
と
い
う
よ
う

な
受
け
皿
や
機
会
が
必
要
だ

一会
場
か
ら
の
意
見
一

マ
土
陣
地
域
の
環
境
が
悪
化
し
、

様
々
な
問
題
が
起
き
て
い
る
。

平
塚
の
自
然
を
守
る
会
の
活
動

に
共
感
す
る

マ
桜
を
植
え
る
際
に
は
生
物
の

多
様
性
や
生
態
系
を
考
、
え
て

マ
環
境
問
題
に
は
基
礎
調
査
と

そ
れ
に
基
づ
く
活
動
が
大
切

マ
参
加
し
て
市
民
社
会
、
民
主

主
義
が
環
境
問
題
を
通
じ
て
根

づ
き
始
め
て
い
る
と
感
じ
た

て
も
十
分
生
活
が
で
き
る
こ
と

を
、
実
物
を
使
っ
て
紹
介

マ
歴
史
軸
ま
ち
な
み
づ
く
り
の

取
り
組
み
平
塚
宿
ま
ち
な
み

景
観
協
議
会
・
・
・
ま
ち
な
み
の
デ

ザ
イ
ン
な
ど
を
行
政
が
コ
ン
ト

-
第
3
部
会

環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
る

青少年相談室
(市民センター2階)

包 34-7311

-毎週月~金曜日 9時-16時
。悩みごとは 「ヤングテレホンj

宮 33一7830(ミミでナヤミナシ)

毎週月~金曜日 9時-18時30分

(土曜日は13時-18時30分)

。来所 毎週月~金i曜日10時-171待

。電話 毎週月~土曜日 9時-17時
(第 2・第4土曜日を除く)

-毎週月 ・木曜日10時-16時

。育児相談(来所) 毎週水曜日 9

時30分-10時30分

市民相談室
(市役所 1階)

ft23-1111内線293

子育て相験室

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

ft36-6013 

もしもし健康相談
(保健センター)

ft34-1221 子育て相談室
(須賀保育園2階)

ft21-7639 

福祉会館

ft33-2333 

。専門 (法律 ・金融 ・住宅 ・保健医

療、いずれも予約制) 3月12日

(木)13時30分-15時30分

。生活支援 毎週月~金曜日 8時30

分-17時
。ボランティア

時30分-17時

。結 婚 釘過日曜日10時-15時 (第

3日曜Hは除く)

。母子毎週月~金曜日 9時-16時

。家庭児童毎週月~金曜日 9時~

16時
。婦人 3月12日(木)10時-15時

。高齢者職業 毎週月~金曜日 9時

30分-16時

。人権 2月17日(火)、 3月3日

(火)、 3月17日(火)13時-16時

。行政 2月17日(火)、 3月17日

(火)、 4月21日(火)13時-16時

。一般法律(予約制) 毎週水曜日

13時-16時
。登記・供託・測量 3月13日(金)、

4月10日(金)13時-16時
。住宅 (新・改築) 2月17日(火)、

3月17日(火)13時-16時
。発明・考案・特許 3月9日(月)、

4月6日(月)10時-15時

。労働 3月12日(木)、 4月 9日

(木)13時-16時
。下請け取り引きあっせん 2月19

日(木)、3月19日(木)13時30分-16時

。年金・社会保険 ・労災 3月10日

(火)、 4月14日(火)10時-15時

。健康(予約制) 2月16日(月)、

3月16日(月)9時30分-11時30分

。消費生活毎週金曜日 9時-16時 -毎週月~木曜日 91時30分-16時

国道134号

毎週月~金曜日 8

。手話案内

30分
。建築設計・耐震 2月16日(月)、

3月16日(月)13時-16時
。高年齢者職業 3月5日(木)、

月2日(木)9時-12時

。一般市民 毎週月~金!曜日9時~

16時

毎週金曜日 9時-12時

4 

政
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
メ
モ
な
ど



の
最
大
の
課
題
は
環
境
問
題
で

あ
る
。

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
先
立
ち
、

小

・
中
学
生
約
三
百
人
が
集
ま

っ
て
、
環
境
問
題
全
般
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ま
と
め
ら
れ
た
意

見
を
、
黄
金
井
由
里
さ
ん
(
金

田
小
四
年
)
が
代
表
し
て
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
場
で
発
表
し

ま
し
た
。

大

人

へ

の

メ
ッ
セ
ー
ジ

十
一
月
八
日
、

小
・
中
学
生

が
集
ま
り
、
私
た
ち
の
ま
ち
平

塚
を
、
そ
し
て
私
た
ち
の
地
球

を
い
つ
ま
で
も
美
し
く
、
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
と
こ
ろ

に
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
良

い
か
と
い
う
こ
と
を
話
し
合
い

み恕さん@声を市政lz;官諮T

第617号 (1日・15日発行)広報ひ5っか回

平塚を住みよく、すてきなまちにするため、市では様々芯方法で

市民のみなさんの声をお聴きしています。

そこで、平塚市の広聴制度について紹介します。

回
収
協
同
組
合
・
:
需
要
と
供
給

を

製

紙

会

社

な

ど

が

し

ま
し
た
。

一
辺

温
暖

化
問

ト
創

題
、
ご
み
問
題
、

γ
貧

オ
ゾ
ン
屈
の
破

メ
る

の
げ

壊
、
酸
性
雨
な

へ
上

ど
、
私
た
ち
が
生

人
み

大
読

き
る
二
十
一
世

紀
が
ど
の
よ
う
な
世
界
に
な
る
の

か
心
配
で
究

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
目
を
向

け
て
み
る
と
、
道
路
や
公
園
に

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
や

た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
が
落
ち

て
い
ま
す
。

川
や
山
、
海
岸
に

も
ご
み
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

昔
は
バ
ッ
タ
や
ト
ン
ボ
が
飛

び
、
メ
ダ
カ
や
ド
ジ
ョ
ウ
が
泳

い
で
い
た
こ
の
平
塚
も
、
自
動

車
が
走
り
回
り
、
私
た
ち
が
安

心
し
て
遊
べ
る
場
所
が
へ
り
、

空
気
も
、

川
も
汚
れ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。

今
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
、

大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

私
は
、
わ
ん
ぱ
く
探
検
隊
で

環
境
の
こ
と
を
調
べ
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
こ
ど
も
環
境
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
、
ほ
か
に
も
環
境
の

問
題
に
た
い
し
て
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
し
て
い
る
な
か
ま
が
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

博
物
館
の
漂
流
物
調
査
で
は
、

海
岸
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
流

れ
着
き
、
と
く
に
ベ
レ
ッ
ト
と

い
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原
料
が

最
近
多
く
、
海
鳥
な
ど
に
悪
い

影
響
を
与
‘
え
る
可
能
性
が
あ
り
、

ま
た
、
つ
り
糸
な
ど
で
傷
つ
い

た
ぬ
な
ど
も
見
か
け
る
と
い
う

こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

土
屋
小
学
校
の
よ
う
に
学
校

で
環
境
を
勉
強
し
て
い
る
と
こ

ろ
や
、
浜
岳
中
学
校
の
よ
う
に

委
員
会
活
動
と
し
て
が
ん
ば
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

土
屋
小
学
校
か
ら
は
、

土
屋

の
よ
う
な
泣
か
な
自
然
の
あ
る

場
所
に
、
い
ろ
い
ろ
な
粗
大
ご

み
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

話
さ
れ
ま
し
た
。

浜
岳
中
学
校
の
公
園
調
査
か

ら
は
、
ポ
イ
捨
て
な
ど
利
用
者

の
マ
ナ
1
の
惑
さ
が
話
さ
れ
ま

*テレホンガイド

テレホンガイドは、市民のみなさん

への情報サービスとして平成5年1月に

スタートしました。この中に、同ムの提

案市民の声」のコーナーを設け、24
時間留守番電話でみ芯さんの声をお聴

きしています。

電話喬号は24-6161、コード醤号78印でご利用いただけます。砿

お、テレホンガイドの新しいコード表は4月に新聞折り込みでお配

りします。

*市長への手紙

みなさんの声をお気軽にお寄せいた

だくため、昭和55年力、う実施していま

す。この手紙は公民館をはじめとする

各公共施設、自治会長さんや市政モニ

ターの自宅に置いてあります。

平成8年度は266遇、 390件のご意見、

ご要望等が寄せられました。

生
脱
税
穏
を
設
定
し
て
保
全
を

マ
自
然
保
護
活
動
の
実
践
報
告

.，‘
a
・‘田，
.. as・
a・---Ez--B----a-za'

の
に
は
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
、
こ
の
よ
う
に
環
境
の
問
題

に
つ
い
て
勉
強
を
し
て
、
そ
し

て
し
っ
か
り
と
考
え
る
こ
と
と
、

毎
日
の
生
活
を
見
直
し
、

環
境

に
や
さ
し
い
生
活
を
心
が
け
る

こ
と
で
す
。

ご
み
を
そ
こ
ら
に
す
て
る
の

で
は
な
く
、
持
ち
帰
っ
た
り
、

分
別
を
し
っ
か
り
し
た
り
、
む

だ
な
も
の
は
使
わ
な
い
よ
う
に

し
た
り
、
ち
ょ

っ
と
し
た
こ
と

で
も
、

一
人

一
人
が
心
が
け
れ

ば
き
っ
と
良
く
な
る
と
思
い
ま

す
。ド

イ
ツ
で
は
、
線
路
の
と
こ

ろ
を
芝
生
に
し
た
り
、
こ
ん
な

に
暗
い
と
こ
ろ
で
と
思
う
ぐ
ら

い
む
だ
な
屯
気
を
使
わ
な
か
っ

た
り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

二
十

一
世
紀
の
私
た
ち
の
環

境
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た

め
に
、
お
と
な
も
こ
ど
も
も
い

っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
身
近
な
こ

と
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

女アイテ‘アボックス

市役所に来庁された際、お気付きになったことやアイデア等をお

寄せいただくため、昭和41年2月に本庁舎1階市民ホールにアイデア

ボ、ックスを設置しました。

記載台と用紙が設置してありますので、

し1。

女なでし乙ファクス

フ
ト
さ
せ
る
な
ど
の
対
策
を

マ
l
S
O
認
証
資
格
の
取
得
と

取
得
に
よ
る
波
及
効
果

日
産

車
体
制
問
:
省
エ
ネ
、
法
規
制
、

地
域
と
の
調
和
な
ど
を
、

二
酸

化
炭
素
の
排
出
削
減
な
ど
の
問

題
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
た

マ
企
業
が
取
り
組
む
環
境
対
策

相
模
川
を
き
れ
い
に
す
る
協
議

会
(
三
共
化
成
工
業
側
)
:
・水

は
河
川
を
通
し
て
人
間
に
影
響

を
及
ぼ
す
。
知
識
の
啓
も
う
、

普
及
や
調
査
研
究
が
必
要

マ
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
く
ら
し
を
実

現
す
る
た
め

に

ロ
グ
ハ
ウ
ス

D
O
-
-・
中
性
洗
剤
を
使
わ
な
く

そ
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
ど
う

考
え
て
い
る
か

マ
工
場
か
ら
出
る
揮
発
性
物
質

な
ど
に
閲
す
る
澗
査
結
果
は
ど

の
よ
う
に
住
民
に
知
ら
せ
て
い

る
カ

マ
二
酸
化
炭
紫
を
排
出
し
て
い

る
車
自
体
の
問
題
を
ど
う
考
え

て
い
る
か

マ
外
国
人
の
ご
み
の
出
し
方
に

つ
い
て
ど
う
い
う
P
Rを
し
て

い
る
か

。。

各
部
会
で
は
事
例
発
表
を
参

考
に
し
て
、
参
加
者
に
よ
っ
て

怠
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
書
を
作
成
中

条
例
・
計
画
に
反
映
さ
せ
ま
す

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
舎

は
現
在
作
成
中
で
す
。
で
き
あ

が
り
し
だ
い
広
報
ひ
ら
つ
か
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

様
々
な
立
場
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

窓
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
平
成
十
年
度
中

ファクスが各家庭に普及してきでいるため、

の広聴制度を平成7年9月から開始しました。

番号はフリーダイヤル0120-704589です。

各地の公民館等を巡回し、地域のみなさんのご要望等を積極的に

お聴きするもので、市政モニターの協力を得て実施しています。

この広聴パトロールは昭和39年から実施しており、 毎年多くのと

提案等をお寄せいただいています。昨年はより親しみやすい名称と

するため、私の提案コーナーというタイ トJレをつけさせていただき

ました。

台地区の予定については、広報紙や各世帯への回覧、公民館だよ

り砿どでお知らせします。

*広聴パトロール

を
目
途
に
策
定
を
進
め
て
い
る

「環
境
基
本
条
例

(仮
称
ご
や、

十

一
年
度
を
目
途
に
策
定
を
進

め
て
い
る

「部
損
基
本
計
画
(
仮

称
こ
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

。
問
い
合
わ
せ
先

環
境
保
全

課

(内
線
3
3
0)

*市政モニター

市政に対すると要望、ご意見等について、市民のみなさんと市と

の橋渡しになっていただ、くため、市政モニター制度を設けています。

50名の方に委嘱してありますので、どうぞお気軽に市政モニター

にお話しください。

.問い合わせ先 広報広聴課広聴担当(内線355)

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
子
ど
も
と
遊
び
な
が
5

小
学
校
低
学
年
の
男
の
子
が
、
お
母
さ
ん
に

連
れ
ら
れ
て
相
談
に
き
ま
し
た
。
こ
の
子
は
普

段
は

「素
直
で
お
と
な
し
い
」
の
で
す
が
、
ど

う
い
う
わ
け
か
登
校
を
渋
り
出
し
、

元
気
も
な

く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
の
こ
と
で
し
た
。

何
回
か
会
っ
て
二
人
で
遊
ん
で
い
る
内
に、

男
の
子
は
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
刀
を
持
っ
て
、

も
の
す
ご
い
勢
い
で
切
り
つ
け
て
く
る
と
い
う

遊
び
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
も
ち
ゃ

と
は
い

っ
て
も
当
た
る
場
所
に
よ
っ
て
は
か
な

り
痛
く
、
私
も
万
を
持
ち
汗
だ
く
に
な
っ
て
応

戦
し
ま
し
た
。
ま
る
で
二
人
の

「剣
士
」
の
兵

剣
勝
負
み
た
い
だ
っ
た
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
男
の
子
は
家
か
ら
自
動
車
の
模
型
を

持
っ
て
き
て
、
部
品
や
組
み
立
て
方
に
つ

い
て

説
明
を
始
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
ぐ
ら

を
か
い
て
座
り
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
得
意
そ
う
に

教
え
て
く
れ
ま
す
。
私
は
男
の
子
の
知
識
や
器

用
さ
に
戚
~
心
し
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
質
問

し
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た。

こ
の
日
の
男
の

子
は
、
ま
る
で
生
徒
に
も
の
を
教
え
る

「先
生
」

の
よ
う
だ
つ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

遊
ぴ
の
中
で
、

「素
直
で
お
と
な
し
い
子
」
と

い
う
よ
う
な
、

普
段
の
姿
と
い
う
か
、
知
ら
ず

知
ら
ず
に
取
っ
て
い
る
役
割
の
よ
う
な
も
の
が

自
然
に
ゆ
る
ん
で
き
て
、

「剣
士
」
に
な
っ
て

其
剣
勝
負
を
し
た
り
、

「先
生
」
に
な
っ
て
も

の
を
教
え
て
く
れ
た
り
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
遊
び
の
中
で
は
、
人
が
普
段
演
じ
て
い
る

役
割
が
ゆ
る
ん
で
、
そ
の
役
割
の
陰
に
隠
れ
て

い
た
心
が
、
生
き
生
き
と
自
由
な
動
き
を
取
り

戻
す
よ
、
つ
で
す

0

.
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
宮

(部
)
6
0
1
3

賞 百
聞:二

@i 
対

策

は

そ
ろ
そ
ろ
更
年
期
を
迎
え

る
女
性
で
す
。
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

お
答
え

成
熟
期
と
老
年
期
の
狭
間

に
位
置
す
る
更
年
塑
は
、

女
性
に
と
っ
て
は
様
々
な
変

化
が
生
じ
る
少
し
つ
ら
い
時

期
で
す
。
こ
の
時
期
あ
ら
わ

れ
る
主
な
変
化
は
次
の
と
お

り
で
す
。

φ
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が

減
少
し
、
停
止

(閉
経
)
に

至
り
ま
す
。
そ
の
急
激
な
変

化
に
身
体
が
適
応
で
き
な
く

な
り
、
様
々
な
不
快
症
状
が

あ
ら
わ
れ
ま
す

(更
年
期
障

害
)

②
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
化
に

よ
っ
て
今
ま
で
隠
れ
て
い
た

動
脈
硬
化
や
心
臓
病
、
高
山
胤

圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
が
進
行
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
一
日
出
が
減

り
、
骨
粗
し
よ
う
症
が
発
症

し
や
す
く
な
り
ま
す

-笹

森
関
係
・

子
ど
も
の
心

配

・
経
済
的
不
安

・
お
年
寄

り
の
介
護
な
ど
、
女
性
を
と

り
ま
く
生
活
環
境
に
も
変
化

が
あ
ら
わ
れ
ま
す

こ
れ
ら
の
変
化
に
よ
る
病

気
や
症
状
、
ス
ト
レ
ス
に
対

応
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
症
状
を
す
べ
て
更
年
期
障

害
と
片
付
け
る
の
で
は
な
く、

専
門
医
に
相
談
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
内
科
・
外
科
・

産
婦
人
科
・
精
神
科
な
ど
で

診
察
を
受
け
、
が
ん
や
生
活

溜
慣
病
が
隠
れ
て
い
な
い
か

確
か
め
ま
し
ょ
う

②
特
に
病
気
が
な
け
れ
ば
、

十
分
な
睡
眠
、
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
を
と
り
、
趣
味
を

持
っ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し

た
り
す
る
な
ど
、
生
活
に
リ

ズ
ム
を
持
た
せ
て
明
る
く
生

き
生
き
と
過
ご
し
ま
し
ょ
う
0

.
保
健
セ
ン
タ
ー

宮

(
但

)
0
3
1
1

今年、第48回目を迎える 「湘南ひらつか、七夕まつり」の開催日程が決まりました。

開催期間 7月3日(金)-7日(火)の5日間
七夕まつりの日程決まる

商業観光課包23-1111(内線687)。担当

、と 的，一司、Z白，=/ヱ+・
dコヌL専!5:ILL市 JH寸九/己ζよ 司F

ファクスを利用して .
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